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（論文審査の要旨）
現在 LDLの量的異常だけでなく、質的異常の冠動脈疾患（CAD）への関与が注
目されている。 LDLは粒子径により 2分画あり、 smalldense LDL (sdLDL）は
large buoyant LDL (lbLDL)よりも動脈硬化惹起性が高く、 sdLDLコレステロ
ノーレ（sdLDL-C）の上昇と CADとの関連は多くの断面研究で明らかである。し
かし CAD二次予防における sdLDL一Cの意義は不明であり、本研究では CAD愚
者において sdLDL-Cの上昇が心血管事故の予知因子となるか、 LDL-Cや他の
バイオマーカー比較検討されている。
対象は 2003年 9月～2004年 12月に当院で冠動脈造影（CAG）施行時に
sdLDL-Cを測定した安定 CAD連続 348例中、透析・ 90歳以上・重篤な肝腎障
害・担癌等を除いた男性 149例、女性 41例である。 CAG後 7年間の心血管事
故の有無で2群に分け比較検討されている。
追跡期間中央値 5.8年、 72例で心血管事故を認め、事故群では、非事故群
に比し、有意に年齢、高血圧・糖尿病の擢患率、 CAGの重症度指数、冠動脈
血行再建術施行率、 sdLDL-C、sdLDL一C/LDL一C、LDL-C/HDL-C、HbAlc、BNPが
高く、 LDL粒子径、 HDL-C、アポ蛋白 A-1、eGFRが低かった。カプランマイヤ
ー無事故生存率では、 LDL<lOOmg/dl群で心事故が少なかったが有意ではな
く、 sdLDL孟35mg/dl、HDL-C<40mg/dl、LDL-C/HDL-Cミ2.0群で有意に心事故
が多かった。
本研究は3つの重要な所見を示している。①LDL粒子の中で sdLDLが CAD
の進行に強く関連した。②安定 CAD患者において、 sdLDL-Cの上昇は心血管
事故の発症と関連した。③sdLDL-C九DL-C上昇が二次予防における重要な残
存リスクであった。以上より sdLDL-CはCADの二次予防における心血管事故
を予測する期待できる有用なバイオマーカーであることが示されており、本
研究は学術上価値のあるものと考えられる。
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